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鹿踊と記念撮影をする

利根山光人

光
人
と  

 
 

北
上

　展勝地の一角にたたずむ、利
と ね や ま

根山光
こうじん

人記念美術館。戦後

の日本現代美術をリードし、国内外で数々の賞を受賞し

た国際的な画家、利根山光人画伯がアトリエとして建て

ました。没後は記念美術館として、北上の文化芸術の向

上、発展を牽引し続けています。

　今年、利根山画伯は生誕100年を迎え、同美術館は開館

25周年となりました。また市は、文化芸術を生かしたま

ちづくりを推進する｢北上市文化芸術基本条例｣を施行し

ました。

　節目が重なる記念の年に、画伯と北上市との関わり、

美術館の歩みや文化芸術活動を振り返ります。

　　　　　　　　　   問い合わせ　生涯学習文化課☎72-8304

      ２０２１開
生誕100年

館25周年
Toneyama Kojin Memorial Art Museum

利根山光人記念美術館

｢日輪80"｣(写真は作品全体ではありません)
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Ｊ
Ｒ
北
上
駅
西
口
コ
ン
コ
ー
ス
上
部
に
設

置
さ
れ
て
い
る
大
陶
壁
画｢

日に
ち
り
ん輪｣

(

写
真
上)

は
、
利
根
山
画
伯
が
昭
和
56(

１
９
８
１)

年
に
制
作
し
た
も
の
で
、
翌
年
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

 

鬼
剣
舞
と
鹿
踊
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
画

は
、
縦
３
・
５
㍍
、
横
18
㍍
、
重
さ
約
６
㌧

で
、
北
上
駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
観
光
客
を

出
迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
も
、
巨
大
な
鬼
剣

舞
は
迫
力
が
あ
り
、
来
訪
者
や
市
民
の
平
和

な
生
活
を
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

太
陽
の
画
家  

利
根
山
光
人

　

利
根
山
画
伯
は
大
正
10(

１
９
２
１)

年

９
月
19
日
、
茨
城
県
結
城
市
の
生
ま
れ
。
幼

児
期
か
ら
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
画
家
を
目
指
し
た
の
は
、
旧
制
中
学

時
代
に
教
わ
っ
た
美
術
の
先
生
の
存
在
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
画
家
と
し
て
出
発
し
た
背
景
に
は

終
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
が
あ
り
、
絶
望
感

と
再
生
へ
の
希
望
が
活
動
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
静
岡
県
と
愛
知
県
の
県
境
に
あ

る
佐
久
間
ダ
ム
の
記
録
映
画
を
見
て
衝
動
に

駆
ら
れ
、
建
設
現
場
に
住
み
込
ん
で
絵
画
制

作
に
取
り
組
ん
だ
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
創
作
活
動
は
、

次
に
メ
キ
シ
コ
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
34(

１
９
５
９)

年
、
メ
キ
シ
コ
を
訪

れ
た
画
伯
は
、
マ
ヤ
、
ア
ス
テ
カ
な
ど
の
古

代
文
明
を
取
材
し
、
そ
の
魅
力
に
強
く
惹
か

れ
ま
し
た
。
以
降
、
た
び
た
び
メ
キ
シ
コ
に

渡
り
、
古
代
文
明
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
情
熱

的
な
作
品
を
数
多
く
手
が
け
て
き
た
こ
と
か

ら
、｢

太
陽
の
画
家｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

鬼
剣
舞
、
鹿
踊
の
躍
動
と
律
動
に

衝
撃
を
受
け
る

　

利
根
山
画
伯
と
北
上
市
と
の
か
か
わ
り

が
生
ま
れ
た
の
は
、
昭
和
47(

１
９
７
２)

年
、
岩
手
県
芸
術
祭
洋
画
部
門
の
審
査
員
と

し
て
初
め
て
来
県
し
た
と
き
の
こ
と
。
帰
途

に
北
上
を
訪
問
し
た
際
、
鬼
剣
舞
と
鹿
踊
を

鑑
賞
し
、
そ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
に
圧
倒

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に

家
族
や
友
人
、
メ
キ
シ
コ
大
使
ら
と
当
市
を

訪
問
す
る
に
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
俗
芸
能
に
魅
せ
ら
れ
た
画
伯
は
、
東
北

各
地
の
民
俗
芸
能
の
制
作
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
一
つ
と
し
ま
し
た
。
北
上
の
地
を
訪
れ
る

た
び
に
鬼
剣
舞
と
鹿
踊
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
作

品
づ
く
り
に
没
頭
し
て
い
き
ま
し
た
。

東北はもと縄文文化のセンターであった。

北上市周辺に古くより伝わる代表的な民俗芸

能 鬼剣舞と鹿踊には、日本人の原点ともい

うべき縄文のエネルギーがかくされている。

勇壮　華麗　躍動　そしてきびしさを秘めた

律動の中に、東北のエネルギーを、縄文の火

を表現してみた。

北上市発展の祈りをこめて、壁画の一部には

展勝地の石を砕いて使用している。

(利根山光人による大陶壁画の注釈)

北上駅の大陶壁画｢日輪1982｣
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北
上
の
ア
ト
リ
エ
で

民
俗
芸
能
作
品
づ
く
り
に
熱
中

　

利
根
山
画
伯
は
、
民
俗
芸
能
の
ま
ち･

北

上
で
作
品
作
り
に
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
、
昭

和
49(

１
９
７
４)
年
、
展
勝
地
公
園
を
見

下
ろ
す
高
台
に
ア
ト
リ
エ
を
建
設
。
画
伯
53

歳
の
と
き
で
し
た
。

　

夏
の
間
は
ア
ト
リ
エ
に
滞
在
。
東
北
の
祭

り
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
制
作
に
打
ち
込
み
、

72
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
約
20
年
間
、
こ
こ

で
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

制
作
の
合
間
に
は
、
北
上
の
各
界
の
人
々

と
交
流
を
深
め
、
北
上･

み
ち
の
く
芸
能
ま

つ
り
に
も
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
。
平
成
３

(

１
９
９
１)

年
の
第
30
回
の
同
ま
つ
り
に

は
、
メ
キ
シ
コ
に
縁
の
あ
る
画
伯
の
尽
力
に

よ
り
、
メ
キ
シ
コ
舞
踊
団
が
参
加
。
一
層
華

や
か
な
ま
つ
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
リ
エ
が
美
術
館
に

　

利
根
山
画
伯
に
と
っ
て
、
北
上
は
第
二

の
故
郷
の
よ
う
で
し
た
。
こ
の
縁
も
あ
っ

て
、
画
伯
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
平
成
７

(

１
９
９
５)

年
、
夫
人
の
彌や

え

こ

惠
子
さ
ん
か

ら
、
ア
ト
リ
エ
と
作
品
の
一
部
が
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
ア
ト
リ
エ
を
整
備
し
、
８(

１
９
９

６)

年
４
月
、｢

利
根
山
光
人
記
念
館｣

を
開

館
。
こ
の
開
館
は
、
北
上
の
文
化
芸
術
の
振

興
、
発
展
に
向
け
て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

し
た
。
同
館
は
13(

２
０
０
１)

年
の
開
館

５
周
年
を
機
に
、｢

利
根
山
光
人
記
念
美
術

館｣

と
改
称
し
て
い
ま
す
。

　

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
館
内
に
は
、
大
き
な

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
鹿
踊
や
、
東
北
の

祭
り
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
絵
画
、
メ
キ
シ

コ
で
収
集
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
が
常
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
た

企
画
展
も
開
催
さ
れ
、
地
元
の
作
家
の
作
品

も
展
示
し
て
い
ま
す
。

上 _記念美術館の外観。メキシ

コの太陽がモチーフの絵が描か

れている。展勝地公園が一望で

きるほか、晴れた日に玄関先に

立つと岩手山がきれいに見える

左 _ 躍動感ある作品 ｢ 鬼剣舞 ｣

は、市本庁舎１階スロープギャ

ラリーに展示中

北
上
川

和
賀
川

コンビニ●

展勝地

珊
瑚
橋

●ホテル
　シティプラザ
　北上

市立博物館
●

  ●
利根山光人
記念美術館

  ●
利根山光人
記念美術館

北
上
駅

展勝地
レストハウス

●

全
国
公
募｢

大
賞
展｣

を
開
催
し
、

芸
術
の
心
を
受
け
継
ぐ

　　

利
根
山
画
伯
の
功
績
を
た
た
え
、
志
を
受

け
継
ぎ
、
若
手
芸
術
家
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
13(
２
０
０
１)

年
、
市
は
利

根
山
光
人
記
念
大
賞
展｢

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ･

き
た
か
み｣

を
創
設
。
２
年
に
一
度
、
絵
画

作
品
を
募
集
し
、
入
賞
作
品
の
展
示
会
を

開
き
ま
し
た
。
第
４
回
か
ら
３
年
に
一
度

の｢

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ･

き
た
か
み｣

に
移
行

し
、
24(

２
０
１
２)

年
ま
で
の
間
に
５
回

開
催
し
ま
し
た
。

　

28(

２
０
１
６)

年
に
開
館
20
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
翌
年
、
版
画
作
品
を

全
国
公
募
し
大
賞
展
を
再
び
開
催
。
多
数
の

力
作
が
集
ま
り
、
美
術
の
祭
典
と
し
て
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

■
過
去
の
大
賞
作
品
と
受
賞
者

回 開催年 大賞展 大賞受賞作品名 氏名

１ 平成14 年

ビエンナーレ
きたかみ

夢意識的精神構築記
“暖かい愛情で潤う生命の樹”

傍嶋 飛龍さん
(神奈川県 )

２ 平成 16 年 降臨
菊地 仁美さん
(北上市 )

３ 平成 18 年 北国の祀り (おしらさま )
川杉 雅江さん
(北上市 )

４ 平成 21年
トリエンナーレ

きたかみ

宴たけなわ、今夜も大忙し！
都丸 直子さん
(愛知県 )

５ 平成 24 年 私たちのだいじな何か
菊池 咲さん
(奥州市 )

６ 平成 29年
開館 20周年記念

大賞展(版画作品) U
アンダー

nder c
カ レ ン ト

urrent 2
ツー 渡邊 加奈子さん

（東京都）

◀利根山光人記念
　美術館の地図
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右 _ 特別展示中の２作品 ｢阿｣( 上 )､｢吽｣（下 )。佐渡市の

郷土芸能 ･鬼太鼓が日本海を背に荒々しく描かれている

左上 _ 絵画修復家の土
は ぜ

師広さんによる修復作業の説明会

を開催 (６月 19 日 )

左下 _同館専任研究員による絵画教室を毎年開催。基本

から学べるので、初めての参加でも楽しめる

50 回目の企画展を記念して開催されたオープニングセ

レモニー (７月３日 )

記
念
美
術
館
を
通
じ
て
広
が
る

市
民
の
文
化
芸
術
活
動

　

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
一
拠
点
と
な
っ

た
同
館
で
は
、
記
念
美
術
館
通
信
の
発
行
に

よ
る
情
報
発
信
や
企
画
展
の
開
催
、
市
民
向

け
絵
画
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
展

　

利
根
山
画
伯
の
作
品
展
や
当
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
作
家
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
は
平
成
９

(

１
９
９
７)

年
、
開
館
１
周
年
の
企
画
と

し
て｢

メ
キ
シ
コ
幻
想｣

を
開
催
。
メ
キ
シ

コ
の
祭
り
を
描
い
た
油
彩
、
ス
ケ
ッ
チ
、
祭

り
で
使
わ
れ
た
面
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
中
期
企
画

展｢

阿あ

う

ん吽 

佐
渡
の
鬼お

ん

で

こ

太
鼓
と
日
本
の
ま
つ

り
展｣

は
、
50
回
目
を
数
え
る
記
念
の
企
画

展
で
す
。
開
催
日
初
日
に
は
関
係
者
が
集
ま

り
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
絵
画
教
室

　

画
伯
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
多
く
の
市
民

に
絵
画
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎

年
開
設
し
て
い
ま
す
。
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
の
技

法
や
油
彩
画
・
水
彩
画
の
技
法
な
ど
初
歩
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
完
成
し
た
作
品

は
展
示
会
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

受
講
後
も
仲
間
と
制
作
活
動
を
続
け
、
画

伯
の
名
前
か
ら
一
文
字
取
っ
た｢

光
の
会｣

と
し
て
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

絵
画
教
室
か
ら
市
民
の
芸
術
活
動
へ
と
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

今
年
は
利
根
山
画
伯
生
誕
１
０
０
年
、
美

術
館
開
館
25
周
年
、
そ
し
て
企
画
展
50
回
目

と
い
う
記
念
が
重
な
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
画
伯
を
顕
彰
す
る
皆
さ
ん
の
思
い

と
、
画
伯
の
絵
画
に
親
し
み
美
術
館
の
諸
活

動
に
協
力
し
て
き
た｢

利
根
山
光
人
記
念
美

術
館
友
の
会｣

や
利
根
山
家
、
関
係
者
の
支

え
が
あ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

美
術
館
に
は
専
任
研
究
員
が
常
駐
し
て
お

り
、
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
身
近
な
美
術
館
と
し
て
、
誰
も
が
気
軽

に
文
化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
小
高
い
丘
か
ら
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

同
美
術
館
の
案
内
や
記
念
事
業
な
ど
の
情
報

は
、
本
紙
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
通
信
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
記
念
美
術
館
通
信
は
同
美
術
館

や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


